近畿地方における前方後円墳の分布論的検討：「奈良盆地歴史地理データベース」の利用による墳丘規模と副葬品の時期別分布を中心に by 出田, 和久













































































































































































































時期 古墳の数 時期 古墳の数
l期 31 5-6期 4 
1-2期 5-7期 4 
2期 3 6期 15 
2-3期 6-7期 13 
2-4期 7期 3 
3期 5 7-8期
3-4期 25 8期 38 
3-5期 15 8-9期 16 
4期 49 9期 67 
4-5期 ！？ 9-10期 16 
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～50m 50～100m 100～150m I 5 0～200m 200～250m 250m～ 不詳 計
l期 1 6 3 1 
2期 9 1 8 。 。 35 
3期 26 36 1 6 4 86 
4期 1 2 20 1 2 。 5 l 
5期 13 23 9 4 。 57 
6期 14 32 
7期 1 0 1 2 36 
8期 33 11 54 
9期 5 5 1 7 3 83 
1 0期 8 。 14 
小計 187 160 76 1 5 1 8 1 1 l 2 479 
ーーーーーーー『『再ー ー ーー喧喧・・ーーーーーー ー圃ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー由 ーーー・ーー』ーーー’ーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー，
時期不詳 264 95 1 6 2 2 4 0 1 






























































































































































21) 新納：前掲書。 pp.36～50 
2）新納（前掲書）も玉手山l号墳などの位置が河内から大和
への経路の起点として重要であることを指摘している。 p.
490 
付記
本報告は、 2007年12月22日（土）に開催された「第13回
公開シンポジウム人文科学とデータベース一人文科学
における地理情報の意味を探る一」（主催：第13回公開
シンポジウム実行委員会、共催：奈良女子大学21世紀co
Eプログラム『古代日本形成の特質解明の研究教育拠点』、
協賛：情報処理学会関西支部、後援：人文系データベー
ス協議会、於：奈良女子大学コラボレーションセンター）
において発表した内容に加筆修正を加えたものである。
なお、本研究には平成19年度 ・平成20年度科学研究費補
助金（基盤研究（C)）、研究代表者：出田和久、課題番
号： 19520674）の一部を使用した。
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